
Azumino City Public Relations Azumino City Public Relations

架
空
請
求
詐
欺
に
ご
用
心

問 

地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６　

72
・
３
１
７
６
）

　

架
空
請
求
詐
欺
は
、
実
際
に
は
利
用

し
て
い
な
い
架
空
の
有
料
サ
イ
ト
の
利

用
料
が
未
払
い
と
し
て
代
金
を
請
求

し
、
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。「
放
置
す
る
と
法
的
手
続
き
を
と

る
」
な
ど
と
恐
怖
心
を
あ
お
る
の
も
特

徴
で
す
。

●
次
の
内
容
に
ご
注
意
を　
「
サ
イ
ト

の
無
料
閲
覧
期
間
が
過
ぎ
、
延
滞
料

金
が
発
生
し
て
い
ま
す
」「
有
料
サ

イ
ト
の
利
用
料
金
が
未
納
で
す
」
な

ど
の
電
話
や
メ
ー
ル
、
郵
便
物
が
届

い
た
ら
架
空
請
求
詐
欺
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

●
対
策　

利
用
し
た
こ
と
の
な
い
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
料
金
は
支
払

う
必
要
が
な
い
た
め
、
請
求
は
無
視

し
ま
し
ょ
う
。
不
審
に
感
じ
た
り
、

被
害
に
遭
っ
た
場
合
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

71
・

２
１
０
０

　

安
曇
野
警
察
署　

72
・
０
１
１
０

通
学
路
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
を
設
置

問 

建
設
課
建
設
担
当

（

71
・
２
４
２
４　

72
・
３
５
６
９
）

　

通
学
路
の
安
全
を
図
る
た
め
、
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
26
年
度
末
時
点
で
29
路
線
、

約
17
㌔
に
設
置
済
み
で
、
本
年
度
は
約

６
㌔
設
置
す
る
予
定
で
す
。

●
目
的　

歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な

い
道
路
の
路
側
帯
を
緑
色
に
着
色
し

て
、
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
通
学
路
で

あ
る
こ
と
を
視
覚
的
に
認
識
さ
せ
ま

す
。通
行
帯
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、

車
両
の
速
度
を
抑
制
さ
せ
、
歩
行
者

と
の
接
触
事
故
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

●
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ　

グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
は
、
歩
行
者
の
安
全
を
図
る
た

め
に
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
歩
行
者

専
用
の
通
行
帯
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
設
置
さ
れ
て
い

る
道
路
で
は
、
車
に
注
意
し
て
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
側
を
通
行
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ　

グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
は
、
主
に
小
中
学
校
の
通

学
路
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
通
学
時

「
電
子
マ
ネ
ー
」
を
使
用
し
た

特
殊
詐
欺
が
急
増
！

問 

地
域
づ
く
り
課
市
民
相
談
室

（

71
・
２
４
９
６　

72
・
３
１
７
６
）

　

電
子
マ
ネ
ー
と
は
、
情
報
通
信
技
術

を
活
用
し
た
企
業
に
よ
り
提
供
さ
れ
る

「
電
子
決
済
サ
ー
ビ
ス
」
の
こ
と
で
あ

り
、法
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
「
通
貨
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
事
例　

犯
人
が
被
害
者
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
の
利
用
料
金
な
ど

を
請
求
し
、
コ
ン
ビ
ニ
で
「
電
子
マ

ネ
ー
」
を
購
入
す
る
よ
う
に
指
示
し

ま
す
。
電
子
マ
ネ
ー
に
記
載
さ
れ
て

い
る
Ｉ
Ｄ
番
号
な
ど
を
携
帯
電
話
で

写
真
撮
影
し
て
送
信
さ
せ
、
犯
人
が

不
正
に
電
子
マ
ネ
ー
を
利
用
す
る
権

利
を
得
ま
す
。

●
被
害
の
特
徴　

▽
被
害
者
の
年
齢
は

若
い
人
が
多
い
。▽
仮
想
通
貨（
サ
ー

バ
ー
型
）
の
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
す

る
と
き
は
、
コ
ン
ビ
ニ
が
利
用
さ
れ

る
。
▽
携
帯
電
話
や
電
子
メ
ー
ル
な

ど
に
よ
り
、
犯
人
が
指
示
を
し
て
購

入
さ
せ
る
。

※
不
審
に
感
じ
た
り
、
被
害
に
あ
っ
た

場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

71
・
２
１
０
０

　

安
曇
野
警
察
署　

72
・
０
１
１
０

自衛官の募集

　防衛省では特別職国家公務員「自衛官等」の受け付けおよび試験を実施します。
試験種目 応募資格 受付期間 試験日

高等工科
学校生徒

一般 男子で中卒（見込含）17歳未満の者 11月１日（日）～
平成28年１月8日（金）

１次試験　平成28年1月23日（土）
２次試験　平成28年2月4日（木）～7日（日）

推薦 男子で中卒（見込含）17歳未満の成績優秀勝生徒会
活動等に顕著な実績を納め、学校長が推薦できる者

11月１日（日）～
12月4日（金）

平成28年１月9日（土）～11日（月）
※いずれか１日

貸費学生（技術）

大学の理学部、工学部の３、４年次または大
学院（専門職大学院を除く）修士課程在学（正
規の修業年限を終わる年の４月１日現在で 26
歳未満（大学院修士課程在学者は 28歳未満））

12月１日（火）～
平成28年１月8日（金）平成28年１月30日（土）

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」　  36・2787

間
帯
は
特
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

歩
行
者
に
配
慮
し
て
通
行
し
て
く
だ

さ
い
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
に
よ
る
緊
急
地

震
速
報
伝
達
放
送
試
験
の
実
施

問 

危
機
管
理
課
危
機
管
理
担
当

（

71
・
２
１
１
９　

72
・
６
７
３
９
）

　

人
工
衛
星
を
通
じ
て
緊
急
情
報
を
受

信
し
同
報
系
防
災
行
政
無
線
に
よ
り
、

住
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
提
供
を
行
う
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
を
運
用
し
て
い

ま
す
。
緊
急
地
震
速
報
を
受
信
し
た
際

に
同
報
系
防
災
行
政
無
線
な
ど
が
正
常

に
起
動
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
に

放
送
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
５
日
（
木
）

　

午
前
10
時
頃

●
内
容　

デ
ジ
タ
ル
同
報
系
防
災
行
政

無
線
か
ら
緊
急
地
震
速
報
の
訓
練
放

送
が
流
れ
ま
す
。
市
の
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
を
登
録
し
て
い
る
人
に
は
、

無
線
放
送
と
同
じ
内
容
の
メ
ー
ル
が
配

信
さ
れ
ま
す
。

●
そ
の
他　

災
害
の
発
生
な
ど
、
状
況

に
よ
っ
て
放
送
試
験
を
中
止
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

各
家
庭
に
お
い
て
も
、
今
回
の
試
験

放
送
に
合
わ
せ
、３
つ
の
安
全
行
動（
①

姿
勢
を
低
く
す
る
。②
頭
や
首
を
守
る
。

③
揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
じ
っ
と
す
る
。）

を
行
っ
た
り
、
室
内
の
安
全
な
場
所
の

把
握
や
非
常
持
ち
出
し
袋
の
確
認
を

行
っ
た
り
す
る
な
ど
、
地
震
へ
の
備
え

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

11
月
９
日（
月
）〜
15
日（
日
）は

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

問 

危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９　

72
・
６
７
３
９
）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
多
く
な

る
こ
と
か
ら
、
火
災
が
多
発
す
る
時
期

で
す
。
次
の
点
に
気
を
付
け
て
、
火
災

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
調
理
中
は
火
か
ら
目
を
離
さ
な
い
。

▽
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
物
を

近
づ
け
な
い
。

▽
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
タ
コ
足

配
線
は
し
な
い
。

▽
風
の
強
い
時
は
、た
き
火
を
し
な
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

豊
科
消
防
署　

 

72
・
３
１
４
５

　

穂
高
消
防
署　

 

82
・
３
２
６
２

　

梓
川
消
防
署　

 
78
・
２
０
９
０

　

明
科
消
防
署　

 
62
・
２
９
９
２

ベランダ菜園のすすめ連載

　家族の団らんと健康維持にプランターを利用した家庭菜園に挑戦してみませんか。
今月は 10月末～ 11月に行う作業について紹介します。

問  農政課マーケティング担当
（ 71・2430　 71・2507）

①ソラマメ
　生育の良いものを１～２株残し、ほかは間引きます。
草丈 20㌢になったら、株の根元に軽く土寄せ（増し土）
します。また、ワラを敷くと乾燥防止と防寒対策にな
ります。

②ホウレンソウ
　夜間、部屋などから漏れた光や街灯が当
たるとトウ立ちしてしまうので注意します。
追肥の後、土寄せか、土が減っていたら増
し土をします。

豆知識　～作物が好む土壌酸度～
　野菜用に販売される培養土は、中性に近くなるよう弱酸性に調整がされていますが、日本での土壌酸度は、
雨の影響などにより、酸性になりやすい傾向がありますので、必要に応じ苦土石灰等で調整します。
●酸性に強い作物（pH5.0 ～ 5.5 を好む）　ジャガイモ、スイカ
●酸性にやや強い作物（pH5.5 ～ 6.0 を好む）　サツマイモ、サトイモ、パセリ、トウモロコシ、カブ、大根、
小松菜、イチゴ、ニラ

●酸性にやや弱い作物（pH5.5 ～ 6.5 を好む）　キュウリ、メロン、トマト、ニンジン、エンドウ、キャベツ、
ブロッコリー、白菜、セルリー、レタス、春菊、オクラ

●酸性に弱い作物（pH6.0～ 7.0を好む）　ホウレンソウ、ナス、ネギ、ゴボウ、アスパラガス、生姜、ソラマメ

街灯

止と防寒対策に

通学路に設置されてい
るグリーンベルト
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